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研究成果の概要（和文）：要介護高齢者にとってのタイプⅡコミュニケーションの重要性について内外に発信
し、施設ケア及び在宅ケアにおける高齢者のタイプⅡコミュニケーションの簡便で効率的な測定方法を開発し
た。本研究の成果は、書籍「看護におけるコミュニケーション・パラダイムの転換」として出版した。また、本
研究は国際的にも高い評価が得られ、Fukayaらの 論文(2016)は世界の看護に寄与した10論文に選ばれた。
FukayaはWorld Academic Championship -2018 in Nursing においてWinnerに選ばれた（Clinical 
Communication）。

研究成果の概要（英文）：We have disseminated the importance of type II communication to the elderly 
who need long-term care and have developed a simple and efficient measurement method for type II 
communication of the elderly in the care facilities and home care. The outcome of this research was 
published by the Kanto Gakuin University Press as "Change of communication paradigm in nursing."  In
 addition, this research has gained high international reputation, and the paper by Fukaya et al. 
(2016) was selected as 10 articles contributing to nursing in the world. Fukaya、Y was elected 
Winner at World Academic Championship - 2018 in Nursing (Clinical Communication).
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１．研究開始当初の背景 
コミュニケーションは、高齢者とケア提供

者との関係性の構築、維持、発展に重要な意

味を持つ。しかし、看護師は心理社会的コミ

ュニケ－ションの重要性は認知しているも

のの、実際は高齢者とのコミュニケ-ション

は主に仕事のための手段として用いられて

きた。そのために高齢者施設におけるコミュ

ニケーションに関しては、社会的交流の少な

さ(Grau, Chandler & Saunders, 1995)、言

語的コミュニケーションの量の不足(Burgio, 

et al, 2001)、表面的なコミュニケ-ション

（Hewison, 1995)などの問題が指摘されてい

る。 

日本においては看護・介護スタッフと高齢

者のコミュニケーションの研究は少なく、申

請者らはこれまでに２回の研究を実施した。

初回の研究はコミュニケーションの実態把

握を目的とした (Fukaya, 2004）。その結果、

高齢者の発語時間は 1日平均約 4分と非常に

少ないことを明らかにした。その理由は、介

護施設の職員と高齢者とのコミュニケーシ

ョンには、高齢者への医療処置や日常生活ケ

アといった看護や介護業務に基づいた会話

である「タイプⅠコミュニケーション:業務

関連コミュニケーション」と、社会生活の中

で普段に話されている個人の生活世界に関

連する「タイプⅡコミュニケーション：生活

世界コミュニケーション」の 2 種類があり、

施設内の全コミュニケ－ションの 75.9％を

「タイプⅠコミュニケーション」が占めてい

るためであることがわかった。スタッフは高

齢者より確実で効率的な回答を求めるため

に、スタッフからの質問とそれに対する高齢

者の回答（はい、いいえ）といった 1方向性

のコミュニケーションパターンを取るため

に、高齢者の発語が著しく制約されていた。

また、職員にとって看護・介護業務が優先さ

れ、タイプⅡコミュニケーションは必要なケ

アとして認識されていなかった。 

そのため 2回目の研究では、ケア提供者に

対してタイプⅡコミュニケーションの重要

性に関する教育プログラムの介入と評価を

行った（Fukaya, 2009）。その結果、ケア提

供者の「タイプⅡコミュニケーション」の増

加は高齢者の自発発語を促し、発語時間を増

大させることがわかった。高齢社会を迎え今

後多くの高齢者が人生の最後の時を施設の

中で過ごすことになるであろう。また、近年

の医療技術の進歩、介護保険制度等のサービ

スの発達により、重度疾病や障害を抱えなが

らも住み慣れた家で暮らす在宅療養高齢者

も増大している。しかし一方で、世帯構成の

変化から高齢者のみ世帯が増加し、高齢者が

高齢者を介護する老老介護が社会問題化さ

れている。このような在宅療養高齢者を取り

巻く環境の諸問題は、在宅療養高齢者と介護

者とのコミュニケーションにも大きな影響

を与えている可能性がある。したがって、施

設並びに在宅における要介護高齢者の療養

環境のあり方を考えるうえでコミュニケー

ションは重要な要素となりうる。その中でも、

特にタイプⅡコミュニケーションは高齢者

の生活の質に影響を与えるだけでなく、その

不足は、高齢者の精神の不活発化や認知症の

発生に影響する可能性もある。よって今後、

高齢者のタイプⅡコミュニケーションと精

神の活性化との関連性の実証研究、施設スタ

ッフのタイプⅡコミュニケーションを促進

するためのより効果的な教育プログラムの

開発、療養者とのコミュニケ-ションに不足

がある家族への支援のあり方の研究などが

必要である。しかし日常生活におけるコミュ

ニケーションの種類と時間の測定には、調査

や解析に多くの時間を要し、多数の調査員と

多額の調査経費も必要となる。そのためにタ

イプⅡコミュニケーションに関する研究を

推進するには、施設や在宅の要介護高齢者に

対して簡便に測定できるスケールの開発が

急務の課題となっている。 



 

２．研究の目的 

本研究は、施設並びに在宅における要介護

高齢者のタイプⅡコミュニケーション時間

を測定できるスケールの開発を目的とする。 

 
３．研究の方法 

(1) 暫定版タイプⅡコミュニケーション

ス ケ ー ル （ Life worldly communication 

scale:以下 LWCS と略す）の質問項目の作成 

 質問項目は、質的先行研究により抽出さ

れたタイプⅡ発語を構成する話題 9項目（過

去の生活体験、家族の話題、友人・知人の話

題、社会的事柄、趣味・嗜好、心理状態、挨

拶、天候、身近な生活）と、高齢者の自発性

やタイプⅡ発語を促す介護者の関わりに関

する７項目（発語の自発性、話したい話題、

言いたい事、発語の促し、傾聴、トピックの

提供、高齢者への関心）の合計 16 項目を選

定した。項目数は高齢者にとって負担になら

ないように出来る限り少なくした。項目毎に、

全く話さなかった（0 点）から、たくさん話

した（4 点）までの 4 段階のリッカートスケ

ールを作成した。項目間相関や項目・総得点

相関などの項目分析の結果、2 項目間に強い

相関がみられたために、そのうち 1項目を除

外して、暫定版 LWCS は 15 項目とした。 

(２）調査方法 

 ① 調査内容；性別、年齢、ADL 状態(FIM)、

認知障害の程度（長谷川式簡易知能評価スケ

ール）、CES-D、QOL；主観的幸福感（PGC、VAS）、

協調性幸福感 

② コミュニケーション時間調査；調査対

象者 65 名の 1日（AM9 時から PM5 時まで）の

施設スタッフとのコミュニケーションの全

てを IC レコーダーで録音した。 

③ 暫定版 LWCS 調査並びにリテスト 

(３) 分析方法 

①タイプⅡコミュニケーションの弁別と

回数・時間の測定 

タイプⅡコミュニケ－ションタイプの弁

別は、まず録音場面から作成された逐語録の

会話内容を、「高齢者の発語のタイプ分類表」

に基づいて、タイプⅡ発語のサブカテゴリー

毎に弁別した。種類別の発語回数は 1センテ

ンスを 1回として換算した。所要時間の算出

は、時間比較を可能にするために逐語録のか

な２文字を 1秒として換算した。 

 ②LWCS の信頼性・妥当性の検討 

LWCS 信頼性は、①因子分析と kappa 統計に

よる質問項目の決定、②Cronbach’s α信頼

性係数による内的整合性の検討、③テスト・

リテスト相関係数による安定性の検討を行

なった。 LWCS の妥当性は、①因子分析（最

尤法、プロマックス回転）に基づいた構成概

念妥当性の検討、②LWCS とタイプⅡ発語時間

の相関に基づいた基準関連妥当性の検討、

LWCS と QOL（主観的幸福感：PGC モラールス

ケール、VAS、協調性幸福感）並びに抑うつ

度（CES-D）との相関による併存妥当性の検

討を行なった。 

(４）研究対象者 

研究対象者は、男性 27 名（41.5％）、女性

38 名(58.5％）の要介護高齢者 65 名（施設 4

１名、在宅 24 名）で、平均年齢は 84.00 歳

（SD＝6.61）であった。認知症無し（HDSR≧

21）は 45 名（69.2％）であったが、20 名

（30.8％）には認知症を認めた（HDSR≦20）。

欝を有する者は（CESD≧16）は 17 名（26.1％）

であった。 

 

４．研究成果 

LWCS の得点可能範囲は０から 60 点である

が、65 名の高齢者の得点は 0 から 40 点の範

囲で、平均 19.81（SD=11.56）であった。 

LWCS の信頼性は内的一貫性と安定性から

検討したが、Cronbach’sα=0.92 で高い内的

一貫性を示し、テスト・リテストは r=0.69 

(P=.000)と安定性が認められ、その信頼性が

証明された。 



LWCS の妥当性は、構成概念妥当性、基準関

連妥当性、並存妥当性の3側面から検討した。 

LWCS の構成概念妥当性は、因子分析（最尤

法、プロマックス回転）により検討したが、

固有値 1以上の共通因子が 3因子抽出された。

初期の固有値は第一因子が 7.24 と高く、第

二因子は 1.59、第三因子は 1.02 と急激に低

下した。回転後の３つの共通因子の累積寄与

率は 58.49％を示した。パターン行列から各

因子に相関が強い項目の共通性を解釈して、

第一因子は日常生活における話題、第二因子

は介護者の聴く態度、第三因子は会話の促し

と命名した。LWCS のこれらの構成要素は理論

的構成要素に合致し、LWCS は構成概念妥当性

を持つことが示された。 

LWCS の基準関連妥当性は、LWCS とタイプ

Ⅱ発語時間との相関から検討したが、両者に

有意な強い相関（r=0.66,p<.001）が認めら

れ、LWCS は基準関連妥当性を持つことが示さ

れた。 

LWCS の並存妥当性は、LWCS と QOL（PGC モ

ラールスケール；施設、協調性幸福感、VAS；

在宅）との相関、LWCS と抑うつ（CES－D）と

の相関から検討した。施設高齢者においては

LWCSとPGCモラールスケール間に有意な相関

が認められなかった。しかし、在宅高齢者に

おいては、LWCS と VAS 間に有意な相関

（r=0.63,p<.01）、LWCS と協調性幸福感間に

有意な相関（r=0.50,p<.05）を認めた、LWCS

と CES － D 間 に も 有 意 な 弱 い 相 関

（r=-0.27,p<.05）を認め、LWCS は並存妥当

性を持つことも示された。 

以上より、LWCS は施設並びに在宅における

要介護高齢者のタイプⅡコミュニケーショ

ンを簡便に測定できる尺度として、有効であ

ると考えられた。 
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